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今切川堤防

  蛇行する今切川では，波が複雑
な反射を繰り返すため，津波が
高くなる可能性があります．

T.P. .5m
　応神側の堤防は低いところでは

＋3 程度となっています．

北島町

今切川河口堰
T.P.+1.767m

平時における最高潮位
T.P.+1.1m程度

　T.P.（東京湾平均海面）

　今切川河口堰に津波を防ぐ機能はなく，そ
の高さはT.P.+1.767mです．
　平常時における堰付近の年間最高満潮位は
T.P.+1.1ｍ 程 度 （ 平 均 満 潮 位 T.P.+0.9m程
度）です．潮位は低気圧の接近などで数十セ
ンチも高くなることがありますので，潮位が
高いときには津波は堰を容易に超えてしまう事
が予想されます．
　また大津波の発生が予想される場合には堰
が破壊されないようにゲートを開ける（津波
を遡上させる）ことがあります．
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  吉野川の堤防(応神地区)の高さ
は，吉野川橋付近でT.P.+8m，藍
住町境付近でT.P.+11m程度あり
ます．
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記号の説明
第10愛日ハイツ
（津波避難ビル）　津波の高さは到達時の潮位（過去の観測

データや潮の満ち引きから予測される平時
の海水面高さ）を基準にして測られます．
したがって，

，津波が小さくても大きな被害が発生す
る可能性があります．

海水面が高い季節や満潮時に
は

津波の高さ
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この地図の作成に当たっては，国土地理院長の承認を得て，同院発行の基盤地図情報
を使用した．（承認番号　平23情使，第808号）
この成果品を第三者がさらに複製又は使用する場合には，国土地理院の長の承認を
得なければなりません．
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樋門

  大津波の襲来が予想されるよう
な危険な場合には閉鎖操作が行
われないこともあります．

（一時避難場所，高所）

応神地区 地震・津波避難支援マップ（東）平成24年3月
応神西部のマップは裏面にあります

吉野川堤防より撮影
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　1854年の安政南海地震（推定M8.4）では，津波は吉野川を遡っ
たものの，幸いにして応神地区に上がることはありませんでした．
しかし応神地区の西部で地割れや亀裂の被害が出ました．次の大地
震の規模はM9（安政南海地震の8倍のエネルギー）以上と想定され
ています．地震動や地盤沈下・液状化による建物倒壊や，津波によ
る浸水被害などが予測より大きくなる可能性があります．　

安政南海地震の記録（應神郷土史より）
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　この地図の作成に当たっては，国土地理院長の承認を得て，同院発行の基盤地図情報を使用した．（承認番号　平23情使，第808号）

　この成果品を第三者がさらに複製又は使用する場合には，国土地理院の長の承認を得なければなりません．
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　平時の成人歩行速度は毎
秒１ｍ強（時速4km程度）で
すが，要援護者の移動や倒
壊による道路閉塞，避難渋
滞等を考慮すると，災害時
の移動速度は平時の半分程
度になると言われています．
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応神地区 地震・津波避難支援マップ（西）平成24年3月
応神東部のマップは裏面にあります
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